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12. 心電図自動解析システムの使用経験
米満道子(結l安予防会千葉県支部)
自動解析システムによる心電図解析の結果をミネソタ
コードを指標として専門医の判定と比較検討した。心房
細動・僧1[自性 P等の P波に関連した偽陽性はパラメータ
ーの修正により是正された。 ST-T 変化~こついては強い
変化に対しては医師の判定とほぼ一致するが軽度変化に
ついては尚改良の余地がある。正常範囲の心電図は現行
プログラムでは異常 Q波や Cancelが多いが，診断論理
の改良により医師の診断に近づいた。 
13. 結核研究所付属病院における肺癌治療の現況
小山 明(結核予防会結研病院)
近年結研附屑f病院に於ても結核患者が減少する一方，
肺癌患者の増加が著るしい。昭和 52年末までに肺癌約 
200例に切除が行われ， その 5年生存率は実測生存率で 
40.1%，特に治癒手術例では 6.7%にすぎない。術式で
は葉切の比率が漸増し， スリープ葉切も定型的術式と
なりつつある。手術の合併療法として，又非切除例に 
Lineac照射，抗癌剤による化学療法， 免疫療法等を行
い，その効果について検討中である。 
14. サルコイドーシスの難治例について
長田 浩(中央鉄道病院・胸部外科) 
96例のサノレコイドーシス症例の大部分は予後良好であ
ったが， 2例の死亡と，少なくとも 6例の 5年以上病変
残存例が経験された。このうち代表的な 3例の難治例を
提示したが，それぞれJ)it・fI良・骨病変が悪化して難治に
至ったものである。その原因は不明であるが，経過中に
再然を反覆することが共通点であろうかと考えられた。
また臨床的には治療が不徹定であったこと，いずれも限
病変を有していたことが注目された。 
15. 千葉県における「胃がん」ならびに「子宮がん」の
医療圏 
I!島村欣一，福間誠吾(千葉県がんセンター)
千葉県がん登録の昭和50年擢患の胃がん2221例と子宮
がん 500例についてP 医療園の調査を行なった。地域は
千葉県21地域に分け》患者の居住地内の医療機関を利用
したときは，同地域としp 居住地外に出たときは他地域
として，これを千葉地域のときは他地域(主)，それ以外
を他地域(従)とした。
胃がんでは診断時，治療時とも同地域が約80%を占め
るが，子宮がんでは逆に診断時，治療時とも他地域が70
%を越え， うちでも他地域(主)が60%以上で，大部分
の患者が千葉市で診断され治療を受けている。
診断時には胃がんは55%が診療所，小病院を，子宮が
んは約75%が大病院，がん特定病院を利用している。
死亡時には胃がんと子宮がんの差が小さくなり，同地
域が多くなり，高年齢者では自宅での死亡が多い。
